
水圧と浮力

居時五嘗との対応；!. ヨ年「水圧と浮力」

Pロinf~

〈水圧によってへこむゴム膜〉

出占水
へこみ方 へ己み方

三ム践を張った円筒

水圧と浮力

(1) (1 水圧）ー水の重さによって生じる圧力。

・水面から深いほど （2大きく），浅いほど （3小さく）なる。

・同じ深さでは，あらゆる向きから か同じ大きさ）ではたらく。（右図）

Cll) 

(2) (o浮力）ー・水中で物体にはたらく上向きの力。

① 浮力のしくみ （右図）

水中に物体を入れると 物体の上面にはたらく下向きの水圧

よりも，下面にはたらく上向きの水圧の方が （6大きい）ため，

この差によって物体に （1よ）向きの力がはたらく 。この力

が浮力である。e事
②浮力の大きさ

・水中にある物体は，浮力の分だけ重さが小さくなる。

浮力＝ cs空気中での重さ （重力）） 一 （9水中での重さ）
・浮力は， （10 7.1<中にある部分）の体積が大きいほど大きくなり，水面からの深さに

(ll関係ない）。

〈例〉右の図について，

• AとBにはたらく浮力を比べると Aの方が （12小さい）o

・cとDにはたらく浮力を比べると， （13閉じ）。 c)≫

A 
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(3）浮力と物体の浮き沈み （下図）

① 物体にはたらく浮力よりも重力が大きいと，物体は （14沈む）。

② 物体にはたらく浮力よりも重力が小さいと，物体は （1a浮く）。

③ 物体の一部が水面上に出ると，物体にはたらく浮力は （16小さく）なる。

→浮力と重力が（17つり合い），その場に浮いて止まる。

水面

CDム浮力

・ーー
← … 一 …／／，叫にJ I 

γ E重力

ct 1 r 
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ll!JmElm園

次の間いに答えなさい。

(1）右の図 lのように，空気の入ったプラスチックの管の両側にうす 図l卜一二土ム I一一

いゴムを張り向きを変えて水中に沈めた。次の間いに答えなさい。 十U ← B I「 C
① ゴムが水中で受ける圧力を何というか。 ｜ 日「
② このとき， A～Dのゴムで，いちばんへこんでいるものはどれ ［水 ーでD

か。記号で答えなさい。

(2）小石を空気中でばねばかりにつるしたら， 1 Nを示した。これを図2のよ 図2

うに，水中に沈めたら， 目盛りは0.7Nを示した。次の問いに答えなさい。

①水中でばねばかりの値が小さくなったのは，小石に何という力がはたら

いたからか。

②①の力の大きさは何Nか。

③ はじめに沈めた小石と同じ体積で重さ1.7Nのおもりを，図2と同じ方

法で水中に沈めると，ばねばかりは何Nを示すか。

④水中で物体にはたらく力を模式的に正しく表したものを，次のア～工から選ぴ．記号で答

えなさい。
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臨畠盟由
(1）①水圧

②水圧は，水面から深いほど大きくなる。よって， D

(2）①浮力

② （浮力）＝（空気中での重さ）－（水中で、の重さ）より，

1 -0.7=0.3〔N〕 0.3N 

③水中にある部分の体積が同じとき， 浮力の大きさは等しい。

②より，浮力の大きさは0.3Nなので，ばねばかりの値は，

1.7 -0.3 = 1.4〔N〕 1.4N 

④水面から深いほど矢印が長くなっているものを選ぶ。よって，ア
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日右の図 Iのように，フィルムケースの底を 図1

切りとり，うすいゴム膜を張ってつくった

4つの装置を水に沈めたところ，すべての

ゴム膜がへこんだ。次の間いに答えなさい。

(1）図lのa～ hのゴム膜のうち， ①最も

へこみが大きいものはどれか。また，

②へこみ方が同じものをすべて選びなさい。

• (2) (1）のようにゴム膜がへこんだのは，ゴム膜が水圧を受けたか

らである。このような水圧は何によって生じるといえるか。
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(3）右の図2のAのよ うに フィルムケー 図2

スの中におもりを入れてばねばかりに

つるし，ケースを少しずつ水中に沈め

ていった。

図3

A 

①ケースを全体の半分沈めたBのと

き，ケースにはたらく重力と浮力は

それぞれ何Nか。ただし図の（ ） 

内の数字はばねばかりが示した値で

ある。

② 図3のように，ケースの中のおもりを変えると，ばねばかり

が1.8Nを示した。このケースを図2のCのようにすべて沈

めると，ばねばかりは何Nを示すか。

目右の図 lのように質量120gの物体Aに

はたらく重力の大きさをばねばかりで調べ

たあと，図2のようにAを水中に沈めてい

くと，ばねばかりの値は小さくなった。次

の間いに答えなさい。ただし， 100gの物

体にはたらく重力の大きさを lNとする。

(1）ばねばかりの値が小さくなったのは，

水から何という力がはたらいたからか。

(2) Aを完全に沈めたとき，ばねばかりの値は0.8Nだ、った。 Aには I (5l 

たらく (1）の力の大きさは何Nか。

(3) (2）のときから， Aをさらに沈めていくと，ばねばかりの示す

値はどうなるか。

• (4) Aと同じ質量の物体Bがある。 Bを水中に完全に沈めたとき，

ばねばかりの値は0.8Nよりも小さくなった。このことから， A

とBの体積のちがいについてわかることを書きなさい。

(5）ある物体が水面に浮かんで止まっているとき，物体にはたらく

重力と，（1)の力はどのような関係になっているか。

図1 図2 日
I o l 

I (2) 

I (3) 

(4) 
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3 1 水間力

ill:哩E雪官冒臣官軍

目 P.134の自国を赤シートでかくして番号順にノートにテストしなさい。

日右の図のように おもりを入れたプラスチック

のケースを水中に沈めていき，ばねばかりの示

した値を調べた。表はその結果である。ただし，

ひもやばねばかりの重さや体積は考えないもの

とする。次の間いに答えなさい。

(1）水中にある物体の上下の面にはたらく水の

圧力の大きさは， どちらのほうが大きいか。

(2）物体の上下の面にはたらく水の圧力の差によって生じる上向き

の力を何というか。

(3）図のBのとき，ケース I I A I BI CID 
にはたらく①重力，② ｜ばねばかりの値〔N〕I1.211.0I0.81 X 

(2）の力はそれぞれ何Nか。

(4）表のXにあてはまる値を答えなさい。

(5）ケースの中のおもりの数を減らし， Aのときにばねばかりが

1.1 Nを示すようにした。Cのようにこのケース全体を水中に入

れたとき，①ばねばかりの示す値，②ケースにはたらく（2）の

力は，それぞれ何Nになるか。

目下の図のように質量80gの物体を水中に沈めたとき ばねばかりの

目盛りは0.6Nを示した。次の間いに答えなさい。ただし 100gの

物体にはたらく重力の大きさを lNとする。

(1）この物体にはたらく重力の大きさは何Nか。

(2）図のとき，物体が受ける浮力の大きさは何Nか。

(3）図のときよりも物体を深く沈めると，浮力の大

きさはどうなるか。

(4）物体にはたらく重力が，物体が受ける浮力より

も大きいとき，物体は水に浮くか，沈むか。

(5）物体を水中に完全に沈めたとき，物体にはたらく水圧の向きと

大きさを，矢印の向きと長さで正しく表しているものを，次の

ア～工から 1つ選び，記号で答えなさい。

ア イウ
糸

田

水

工

同 国 間
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l四 1"l':T軍司・・・・・・・・・・・

力の合成と分解

峡活安との対応！.ヨ年「力の合成と分解J

Pロint~

( 4同じ向き）。

(6大きい方の力の向き）。

②反対向きの2力

3N 1N 

m－－一一一合力の大きさは （＇2) N 

日 力の合成

(1) (1合力） ••• 2つの力と同じはたらきをする 1つの力。

合力を求めることを（2力の合成）という a C事

(2）一直線上にある 2力の合力

① 2力が同じ向きのとき

力の大きさは（3 和）， 向きは2力と

② 2力が反対向きのとき

力の大きさは （s差）， 向きは2力の

〈例〉

m
E

m
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C事

を考える。

一直線上にない2力の合力

2力を 2辺とする か平行四辺形の対角線）

〈例〉

(3) 

ι二子力の合成

吟

円

L C事

... 1つの力と同じはたらきをする 2つの力。

分力を求めることを（n 力の分解）という a C事

(2）分力の求め方

点Oにはたらく力Fの分力は以下の手順で求める。

自 力の分解

(1) (ta分力）

＠室IT/......一一一F

9.V ’ 
4互旦

旦ZF
。と＠の交点に向かつて

点Oから力の矢印をかく。

力Fが平行四辺形の対角線にな

るような い 平行線）をかく。

決Jτ
 －4
さ

F

一

向
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一
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分

／
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力

め

(3）斜面上の物体にはたらく力と斜面の傾き

斜面上の物体にはたらく重力は， 斜面に平行な力と斜面に垂直な力に分解される。

このとき，斜面に垂直な分力は，物体にはたらく （13垂直抗力）とつり合っている。

－ ハ／／ 斜面の傾きを大きくすると，
ぐ／ノJ《／ ・重力 Wの大きさは，（t4 変わらない）。

ごらf》三 e斜面に平行な分力日の大きさは，（ts大きくなる）o

4主W一一一 ・斜面に垂直な分力F2の大きさは，（t6 小さくなる）。
C事

C事
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次の問いに答えなさい。 図l

(1）右の図 lは，点Oにはたらく力を示したものである。このとき， 2力の合力

を作図しなさい。また，合力の大きさは何Nか。ただし作図に用いた線は

消さずに残しておき，方眼の 1目盛りを0.1N とする 。 匠亘~

l!Eliill!l彊

o-..... 、
卜、

(2）右の図2は，斜面上にある物体にはたらく力を表したものである。

①物体にはたらく重力を表しているのは， A～Dのどれか。

②斜面の傾きを大きくすると， Bの力の大きさはどうなるか。

.. (3）右の図 3は，ある物体を 2つの力でヲ｜いて持ち上げた状態を表して 図3

いる。力 Wは物体にはたらく重力を，破線は物体をヲ｜いた2つの力

の向きを表している。物体にはたらく重力につり合う力に対する分

力を作図しなさい。ただし，作図に用いた線は消さずに残しておく

こと。匠藍三ヨ
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t 逗孟）
(1) 2力の合力は，2力の矢印を 2辺とする平行四辺形の対角線で表される。

曹...・ H ・－－－－……） 02力を2辺とする平行四辺形をかく
)0点Oから＠の平行四辺形の対角線となる矢印をかく

方眼の l目盛りは0.1Nなので＼大きさは， 0.4N 

(3）重力につり合う力は，重力と同じ大きさで逆向きの力となる。

求める分力は，この力を対角線とする平行四辺形の2辺で表される。
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(2）① C 

② Bは斜面に平行な力。よって，大きくなる

‘ ．  ・......・・・・・・・e・・・・・・・・・・・..............・

：＠重力につり合う力をかく

：＠カを分解する向きを決める（今回は決められている）

－ ：＠＠の力が平行四辺形の対角線となるような平行線をかく 1 
(08と＠の交点に向かつて始点から力の矢印をかく
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士一 - 3-2ヵム成と分解

① 作図ページに記入

② 作図ページに記入

① 作図ページに記入

回目次の①，②は力A Bの合力を，③は力Fのox方向と OY方向の
分力を表しなさい。ただし，作図に用いた線は消さずに残しておく

こと。巨匠豆ヨ
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目右の図は，斜面を下っている台車にはたら

く力 Wを表している。次の間いに答えな

作図ページに記入

(3) 

F2 

さし、。

(1)力 Wは，台車にはたらくどんな力か。

.. (2）台車にはたらく力 Wを，斜面に平行な向きの力F1と垂直な向

きの力Aに分解し，図にかき入れなさい。ただし，作図に用い

た線は消さずに残しておくこと。矢印のとなりにFi,F2と書く

こと。匠匿三ヨ

(3）斜面の角度を図のときよりも大きくすると，

の大きさはそれぞれどうなるか。

(4）斜面上の物体には，斜面に垂直な向きの分力とつり合う力がは

たらいている。この力を何というか。

(2）のFi,W, 

4日質量3kgの物体に糸Cをつなぎ，糸Aと糸

Bの交わる点Pにつるしたところ，図のよ

うに静止した。100gの物体にはたらく重力

の大きさを lN, 10 Nの力を l目盛り分の

長さの矢印で表すとして，次の間いに答え

なさい。

(1）糸Cが点Pを引く力Cを，

かきなさい。匠Eヨ
(2）糸Aと糸Bが点Pを引く力を，

矢印でかきなさい。匠亘三三ヨ

(3) 2本の糸Aと糸Bのなす角を図よりも小さくして同様に物体を

支えた。力Aと力Bの大きさは， （2）のときからそれぞれどの

ようになるか。

作図ページに記入

作図ベージに記入

出

回一
川
同
ぽ
｜
L図に矢印で

それぞれ力A，力Bとして図に
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カの合成と繍

（：：曹司自冒雪哩

回P.138の園田を赤シートでかくして，番号順にノートにテストしなさい。

目右の図の①～③は2力の合力を，④

⑤については力Fの分力を点線で示

された2つの方向に，作図しなさい。

ただし，作図に用いた線は消さずに

残しておくこと0~ヨ

o－ 「
。

④ム

目下の図は，一端をくいにとりつけたばねに物体をつけて斜面上に置

いたとき，ばねがのびて静止した状態を示している。図のばねは

0.1 Nあたり lcmの割合でのび，摩擦などはなく ，方眼の 1日盛り

は0.1Nに相当するものとする。次の間いに答えなさい。

(1）図で， Wは物体にはたらく重力を示し

ている。Wを斜面に平行な方向と斜面

に垂直な方向に分解し分力を矢印で示

しなさい。矢印は，はっきりとわかるよ

うに記入すること 。 匠亘~

(2) (1）より，ばねののぴは何cmになるか。 ー：：
4目右の図のように，物体を 2本のひもで真

上に上げたい。次の間いに答えなさい。

(1）図の物体の重力に対して，①ひも a

とひも bを引く力と，②真上にはた

らく合力を作図しなさい。ただし，

作図に用いた線は消さずに残してお

くこと。匠亘互ヨ

(2）ひもをヲ｜く力を小さくするには，ひもをヲlく角度をどのように

すればよいか。次のア～ウから選び，記号で答えなさい。

ア 角度を小さくする イ 角度を大きくする

ウ 同じ角度でひもを引く

｜／ 

／ 

I/ I 
｜／ ひもb-

円、 ｜／ 

ひもa 卜、、ト司 ／ 
ψ5 lu: 
V.合杉f

重力

ν 
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① 作図ページに記入

② 作図ページに記入

③ 作図ページに記入

＠ 作図ページに記入

⑤ 作図ページに記入
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(ll I 作図ページに記入

(2) 

回
(1) ① 作図ページに記入

① 作図ページに記入

(2) 



物体の運動

居時益者との対応！.ヨ年「物体の運動」

[ Fロin1::~

日物体の運動

(1）運動のようす…物体の動き方のようすは （1速さ）と （2向き）で表すことができる 0・u
(2）速さ－単位時間に移動する （3 距離）。 単位には かメートル毎秒）〔記号m/s〕やメー

トル毎分 〔記号m/min〕，（oキロメートル毎時）〔記号km/h〕などが使われる。

①速さを求める式 Jシ子じ・・i・・・；長・1
(6移動距離）〔m〕 j kモオ ζ 還さ

-・・・・ … … 一一（＇かかった時間）〔S〕 ’ L~ ：＝間
〔m/s〕

② 速さの種類

・（s平均の速さ）・・・物体がある区間を同じ速さで動き続けたと考えたときの速さ 0

・0瞬間の速さ）ースピードメーターのように刻々と変化する速さ。e事

速さ

運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

目運動の記録
(1) (10記録タイマー）

－一定時間での移動距離を記録する器具。（右図）

1秒間に50回打点するものと， 60回打点するものがある。

1秒間に50回
打点するもの

古秒
(" 7田口〔cm〕）

上国の速さは， 一一一一一＝70〔cm/s〕
(15 0.1〔s〕）

1秒間に60固
まT，売するもの

(2）記録テープの読みとり （右図）

• 1秒間に50回打点するもの

(11 _1_）秒
50 

→5打点でよ× 5=(120.1）秒
50 

・1手少聞に60回ナ丁点するもの

(13工 ）秒
60 

→6打点でよ× 6= 
60 

... 1打点で

l打点で

〈打点間隔と速さ）

テープ
‘E事(14 0.1）秒

〈記録テープの長さと速さ）

f sL ::: 
プ 6
の ー
長 4
さ ト下
〔cm〕2

！－」
＝コヒ二二
打点間馬が広い

速さが伊 達い）

ゆ

劃

長
時
H
W

＝
点
目
配

(3）記録からわかること

①移動距離は （17 テープの長さ），

(is打点の数）でわかる。

②打点聞の時間が等しいので，打点間隔がせまければ速さは

(19遅く）， 広ければ速さは （20速い）ことがわかる。（上図）

①同じ打点数ごとの長さを比べると（21速さの変化）がわかる。

（右図） ~事

時間は

。μ」
」一一ー一一一一一一一－－－＞＇
．三んたんさく

fなってtる
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B 

B は

信長｝
(1）打点間隔がだんだん広くなっていることがわかる。

よって，だんだん速くなっている。

移動距離〔cm〕

かかった時間〔s〕

／て＼＼ き距離

・－…....・ H ・－……...・ H ・－…...・ H ・...・ H ・4トート→ は速さ
＼はじ／
て之じグ じ時間

区間区間Aは0.1秒，5打点で0.1秒かかるので，

〔cm/s〕

区間Aは5打点，区間Bは10打点ある。

1秒間に50回打点する記録タイマーでは，

Bは0.2手少の言己主家である。

右の図は，ある台車の運動を， 1秒間に50回打点す

る記録タイマーで記録したテープの一部である。各

区間のテープの長さをはかると， Aは3.0cm. 

13.2 cmであった。ただし AはBより先に記録されている。次の間いに答えなさい。

(1）このテープを記録した区間で 台車の速さはどのように変化しているといえるか。

(2) A, Bにおける台車の平均の速さは，それぞれ何cm/sか。

(3) 200 mを25秒で、走ったときの速さは，何misか。

u(4) (3）の速さは，何km/hになるか。

u(5) 90 km/hの速さを misで表しなさい。

(2）速さ

13.2〔cm〕
0.2〔s〕

B 

争・・・…・・・・．： 132 -0.2 

: = 13.2 _,.1.. : 
10 
10 

= 13.2 X --=-
’ ・

= 13.2÷0.2 

= 13.2×5 

=66〔cm/s〕

鯵・・…： わり算になおす

事・...........: 3.0 01 

= 3.0 _l : 
10 : 
10 

= 3.0×ァ
ー ・

3.0〔cm〕
百了てE了A: 

= 3.0-:-0.1 

=3.0×10 

=30〔cm/s〕

B : 66 cm/s 

200〔m〕－ 0 
25〔s〕－ u

A : 30 cm/s 

8 m/s 〔mis〕(3) 

：＠ 時間の単位について考える

1 時間は3600秒なので，

・… H ・H ・...........・ H ・......・H ・－－－； 巨亙 ×3600 ＝巨2El
( 1秒あたり） (1時間あたり）

・－－－ ・if}距離の単位について考える
1 km= 1000 mなので

巨亙 7 1000 ＝匝2El

時間の単位と距離の単位を分けて考える。次の手順で，(4）速さの単位を変えるときは，

＠時間の単位について考える。

＠距離の単位について考える。

〔mis〕×3600=28800〔m/h〕

28800〔m/h〕÷1000=28.8〔km/h〕

8 

28.8 km/h 

：分数は，まだ計算しなくてよい ；

ー
90 

÷3600＝一一一
3600 …困

官
…

…回
置
…

…
＠

＠

…
 

〔km/s〕

×1000=25〔mis〕

(5) 90〔km/h〕

〔km/s〕
90 
3600 
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三一三－ι物一一 二 J て了 一一 一一一一＝でーで一一 ι ーァ＝－ -:J 

目次の図 lは1秒間に50回打点する記録タイマー，図2は1秒間に 目

60回打点する記録タイマーで記録したテープである。あとの聞いに

答えなさい。

図1 a アイウエオ

圃~

運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

目下の図は，ボールの運動を 一定時間ごとに光を当てて撮影したと

きのようすである。図のA～Eの運動のようすとして正しいものを，

下のア～エから 1つずつ選びなさい。

D E 

A 000000 ,_0 0 イ「O

αコ00 0 0 I U ハ）
→ 0 λj u 

C OO  00α） Oo'-' 0 

ア 速さは変化しないで，向きだけが変化する運動

イ 向きは変化しないで，速さだけが変化する運動

ウ 速さも向きも変化しない運動

エ 速さと向きの両方が変化する運動

図2 Aド一一一一32cm一一一一吋B

(1）次の①～③にあてはまる言葉や記号を書きなさい。

－物体の運動のようすは，運動の速さと（ ① ）で表される 0

・速さを求める式は，次のように表される。

物体が移動した （ ② ） 
速さ＝

(2）図 lのテープのア～ウ聞は，何秒間を表しているか。分数で答

えなさい。

(3）図 1のテープを， aを基準点として0.1秒ごとに切り離すとき，

ア～オのどの部分を切り離せばよいか。

(4）図2のAB聞の平均の速さは何cm/sか。

目次の間いに答えなさい。

(1) 300 mを5分で歩いたときの速さは分速何mか。

(2) (1）の速さで25分歩くと移動距離は何mか。

(3) (1）の速さで2400m歩くと何分かかるか。

(4) 7.5 mを5秒で歩いたときの速さは何m/sか。

(5) ( 4）の速さで1800m歩くと何分かかるか。

•(6) (4）の速さで15分歩くと移動距離は何mか。

“（7) (4）の速さは何km/hか。
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11;園宣11Hヨヨ
日 P.142の盟国を赤シートでかくして番号順にノートにテストしなさい。

目右の図のAは床をはずむボーjレ， Bは回 A《《 ハ留も 目
U 門 σO ,OJ 

転する扇風機のはね， C, Dはおもちゃ 00 uoi °ooou γ lア

の車の運動のストロボ写真である。次の

ア～工にあてはまるのは， A～Dのうち

どの図か。 lつずつ答えなさい。

ア 速さだけが変わる運動

ウ 速さと向きが変わる運動

c~出品晶晶晶晶
De.晶晶晶晶晶晶晶晶

イ 向きだけが変わる運動

エ 速さも向きも変わらない運動

日右の図 lは， 1秒間に60打点する記録図1

タイマーで3種類の運動を記録したと

きの，それぞれの記録テープの一部を

表したものである。次の間いに答えな

「E・. ゴ
ヨ
bさい。

~Lt ・
L巨(1）だんだん速くなっている運動の記

録は， A～Cのうちどれか。 C d 

(2）この記録タイマーでは， 1つの点が打たれてから次の点が打た

れるまでの時間は何秒か。分数で答えなさい。

(3）図 IのBのab聞は何秒間に移動した距離を表すか。

'(4）図 1のCのcd聞の長さを測ったところ， 7cmだった。 cd聞の

平均の速さは何cm/sか。

(5）右の図 2は， 1秒間に50回打点

する記録タイマーで，ある運動を

記録したテープの一部である。 ef

聞の速さは何cm/sか。

己」 . J-二i．． 
e 

目次の間いに答えなさい。

(1）ユリカさんは， 4km/hの速さで3時間歩いた。ユリカさんが

歩いた距離は何kmか。

(2）サトシさんは， 18000mの距離を車で30分で移動した。車の速

さは分速何mか。

“（3）音の速さは340m/sである。時速に換算すると何km/hか。

“（4) 18 km/hは，秒速に換算すると何m/sか。

• (5) 25 m/sの速さで150km移動すると何分かかるか。
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水平面上の運動

波長嘗との対応（.ヨ年「水平面上の運動」

[Pロi「出

0.1 4 
秒
間 3

警2
だ
廷 1 
業

(cm) 0 
0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 

詩間（sl

J ('";1 /1 
',l I ~:h I 

回力がはたうかないときの運動

(1) (t等速直線運動）・一一直線上を一定の速さで進む運動。

運動方向に対して，（2 力がはたらいでいない）運動。

(2）記録タイマーのようす

打点の数を同じにしてテープを切って並べると， （3 同じ）長さに

なる。（右図） C事

(3）時間・速さ・移動距離の関係

①時間と速さの関係

速さは常に か一定）なので， （o横軸に平行）な直縁になる。

②時間と移動距離の関係

移動距離は （6時間に比例）するため，

通る （1右上がり）の直線になる。

原点を

運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

・2事

テ B

プ 6
の ←一一ー
長 4

〔二〕2「仁

自力がはたうくときの運動

(1）運動の向きに力がはたらく場合

運動の向きに一定の力がはたらき続けると，速さはしだいに （s速くなる）。

〈例〉台車におもりをつけたときの運動 （右図） 記録タイマー

① おもりが落下する間 おもりが台車を引く力がはた ~亘書
らく。

→台車の速さは （9速くなる）。

② おもりが落下して静止したあと，

はたらかない。

→台車は （10等速直線運動）をする。

台車の速さは （11 変わらない）。 C事

台車を引く力は

（直
勤

一速
運

一等
線

一

ノ’＼
一
さ一λん

一

%
』

－

t
’
 

一
’凡
－
包

一44
円

e

nu (2）運動と逆向きに力がはたらく場合

運動と逆向きに一定の力がはたらき続けると，速さはしだいに

(12遅くなる）。

〈例〉台車が摩擦のある水平面を進む運動 ・2事
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， 
ll!J~置Eヨ・
下の図は，ある台車の運動を， 1秒間に60回打点する記録タイマーで記録したテープを 6打点ご

とに切って順に貼ったものである。次の間いに答えなさい。

(1）このような台車の運動を何というか。

(2）テープl枚では，何秒間の記録を表しているか。

(3）この台車は， A～Eのテープの聞に，何cm移動したか。

(4）この台車の平均の速さは何cm/sか。

(5）この台車はどのような運動をしたか。次のア～ウから選びなさい。

ア 摩擦のない平面上を走る運動

イ 摩擦のある平面上を走る運動

ウ 落下するおもりにヲ｜かれる運動

(cm〕7.016.26.3 6.1 6.2 6.2 
60「「 ト←寸「T 「「←

5.0 

4.0' 

1tl,11D1 運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー(6）台車が（1）の運動をはじめてからの時間と移動距離の関係を表すグラフはどれか。最も適切な

ものを，次のア～オから選ぴなさい。

干多． 7 

動｜ノ
E巨｜／
離｜ノ／

Oピ一一一一
0 時間

移 l イ
動 I .-
llel / 
離 V

QL_一一一
0 時間

移＇ rヲ
動｜
E巨｜
離｜

01.....::ζ一一
0 時間

干多 I 工
動 L
E巨I"-
離｜＼

QL__二L
0 時間 丘一

移
動
距
離

O

結語
(1) 6打点ごとのテープの長さがほぼ同じなので，等速直線運動

(2) 0.1秒間 窃・・H ・H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ R・・・a・暢・・・・・・・・・・・・・・・・・≪・・・E・・・・ e・・・・・・‘.........¥ 1秒間に60回打点→6打点で0.1秒 1 

(3）テープの長さの合計が，台車の移動距離と等しい。よって，

6.2 + 6.3 + 6.1 + 6.2 + 6.2 = 31〔cm〕 31cm 

(4）テープ5枚では， 0.5秒間の記録である。

31〔cm〕 ： 移動距離〔m 〕 ／き＼よって， 一一一一一一 審…...・ H ・......・H ・.....・ H ・..~ ...・ H ・.........！速さ 〔cm/s〕 行オゴ
0.5〔S〕 ： かかった時間〔s〕 Vν 
=31÷0.5 φ………・

=31×2 1 10 1 
=31 X テ ：

=62〔cm/s〕 62cm/s 二…....・H ・－…… J • 

(5）ア

(6）等速直線運動では，移動距離は時間に比例するので，ア
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圃mm.
日図 lのような摩擦のない水平面で、台図1

車を軽く手で押しその後の運動の
記録
タイマー

塑壬フ
ょうすを 1秒間に50田打点する記

なめらかな
水平面

運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

録タイマーで測定した。図2はその結果である。

次の間いに答えなさい。

(1）摩擦のない水平面を走っているときの台車

には，進行方向の力ははたらいているか。

(2）この実験での台車の平均の速さは何cm/sか。

(3）この実験で，台車の運動の時間と速さの関

1:1111:J. 

図2

係を表すグラフはどれか。ア～工から選ぴ，記号で答えなさい。

ア速｜ ／イ遠L ウ演｜ I 工遠｜
さ｜ ／ さト＼ 吉｜ ／ さL一一一一一一一

OIL二一一一一一一 OL一一~ O」t三二一一一一 OL一一一一一一－
0 時間 0 時間 日 時間 u 時間

目下の図は，水平面上におけるドライアイスの運動を 0.1秒ごとにストロ

ボ写真で撮影したようすを表したものである。あとの聞いに答えなさい。

A 一一＋ B 
悶悶~ 医司悶悶悶悶悶
11 I I I 11 I I I 11 I I I 11 I I I 11 I I I 11 I I I 11 I I I 11 I I I I 
0 10 20 30 40〔cm〕

(1）ドライアイスの速さは 時間が経つにつれてどのように変化し

ているか。または，変化していないか。

(2）物体がAからBまで移動したとき，かかった時間は何秒か。

(3) AB間のドライアイスの速さは何cm/sか。

日図1のように，水平な机の上に置いた台車 図l

におもりをつなぎ，手で止めておいた。手

を離すと，台車は動き出し，おもりが床に

ついた後も台車は運動を続けた。図2は，

この運動を 1秒間に50回打点する記録タ

了
E

十三一机

イ

A
口一

Z

一

タ

「

士

一一

録

E

一

コu
l
i
l
l－
－

一

号一回

－

一

一

ー

記録テープ

イマーで記録したテープを 5打点ごとに切

り，左から順に貼ったものである。あとの聞いに答えなさい。

(1）図2で，④のテープを記録したとき

の台車の平均の速さは何cm/sか。

(2）おもりが床についた後，台車は何と

いう運動をするか。ただし 摩擦や

空気抵抗は考えない。

(3）おもりが床につくまでの間，台車の

進行方向にはどのような力がはた

らくか。次のア～ウから lつ選びなさい。

ア しだいに大きくなる力 イ 一定の大きさの力

ウ 力ははたらいていない
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ti:煙車雪E冒官君彊

目 P.146の田園を赤シートでかくして番号順にノートにテストしなさい。

目図は，ある台車が摩擦のない水平な台の上

を運動するようすを記録タイマーで記録し

たときのテープを 6打点ごとに切り，順番

に並べたものである。次の間いに答えなさ

い。ただし，記録タイマーは 1秒間に60回

打点するものをイ吏った。

14.0112.2 12.3 12.1 12.2 12.2 

12.0 

10.0 

f 8.0 
〔cm)6.0 
4.0 

2.0 

0 
0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 

時間［秒〕

(1）このときの台車の平均の速さは何cm/sか。

(2）台車がO～0.3秒で移動した距離は何cmか。

(3）速さが変わらず， 一直線上を動く運動を何というか。

日図は，摩擦のない水平面上を運動するボールのようすを0.1秒間隔で

撮影したストロボ写真をもとに，図に表したものである。下の問い

に答えなさい。

。一－－ LJ LJA LJ LJB 
0 5 1 0 1 5 20 25 30 35 

(1）図の AB聞の時間は何秒か。

(2）図の AB聞の平均の速さは何cm/sか。

(3) (2）の速さでボールが進み続けたとき， B点を通過してから 3秒

後には何cm進むか。

日
）
 

1
4
 
（
 

(2) 

(3) 
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日
(1) 

(2) 

(3) 

目図 lのように 水平な机の上でおもりのついた糸を台車につなぎ， 目

台車を手で静止させた。静かに台車を離すと，台車とおもりは動き

出し，おもりが床についた後も台車は運動を続けた。図 2は， 1秒

間に50打点する記録タイマーで記録したテープを 5打点ごとに切

り，まとめたものである。あとの聞いに答えなさい。

図1

記録タイマー

図2
13.0I 一一一s-
T 11.01 

J。9.0t:
の 7.0卜－－Al
長 m仁門ヨur- • 1 1 
さ－・－1-I . I 
〔cm〕3.0t了:J: 

時間

(1）①おもりが床につく前，②おもりが床についた後の，台車が運

動方向に受ける力の大きさについて正しく説明したものを，次

のア～エの中からそれぞれ選びなさい。

アだんだん大きくなる イ常に一定

ウだんだん小さくなる 工力を受けない

(2）図2のA, Bのテープを記録した区間の台車の平均の速さは，

それぞれ何cm/sか。
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斜面上の運動

現象との対応＿（ 3年「斜面上の運動」

[ Pロint~

だんだん速くなる運動

(1)運動の向きに一定の力がはたらき続けると， 速さはしだいに （1速くなる）o C事

＼所 ＇° I ~
10 

。
詩間→

慢さが小さいときの記録
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(2）物体が斜面を下るときの運動 （右図）

① 物体には，斜面を下る方向に

力がはたらく 。

②斜面を下る間，物体にはたらく力の大

きさは（2変わらない）。

① 物体の速さは，一定の割合で

(3速くなる）。

④ 斜面の傾きを大きくすると 斜面を下る方向の力の大きさ

がか 大きく）なるので，速さの増え方が （o大きく）なる。

C事

運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

(3) (1自由落下 （運動）） ・・・物体が 静止した状態から垂直に落下する運動。

斜面の傾きがgooになったときに起こる。

①物体には， （s重力）がはたらく 。

② 落下する間，物体にはたらく力の大きさは（9変わらない）。

③物体の速さは，一定の割合で （10速くなる）0・B事
（日，，，，，，、－＋－ ~ ...L_ -:2'.宮＝・
Jこん／こん1亙VJ.包 JL里』

~l2l~り／
。 時間 0 時間

原点を通る

(4）時間・速さ・移動距離の関係

① 時間と速さの関係

速さは （11 時間に比例）するため，

(12右上がり）の直線になる。

②〈発展〉時間と移動距離の関係

移動距離は，時間の2乗に比例する。

‘防
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JI!圃－司
右の図 lのように，斜面上に台車を置いて静かに手を離した。このとき 図l

の記録タイマーは， 1秒間に50回打点するものを使った。記録されたテー

プは，図2のように同じ打点数ごとに切って貼り付けた。次の間いに答

えなさい。

(1）切った紙テープl枚の時間は何秒を表しているか。

(2）図2の②のときの平均の速さは何cm/sか， 求めなさい。

(3）台車が斜面を下るにつれて，斜面に沿う力の大きさはどのようになる

か。次のア～工から選び，記号で答えなさい。

アだんだん大きくなる イ だんだん小さくなる

ウ変わらない 工動き出したあとすぐにOになる

(4）斜面の傾きを小さくすると，斜面に沿う力の大きさはどのようになるか。次のア～ウから選び，

運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

記録タイマー

ア
ー
フ

図2

テ 8

プ 6
の
長 4
さ←ー
〔cm〕2

記号で答えなさい。

ア 大きくなる イ小さくなる ウ 変わらない

(5）次のア～力から，斜面を下っているときの， ①時間と台車の速さの関係を表すグラフと，

②時間と台車が進んだ距離の関係を表すグラフをそれぞれ選ぴ，記号で答えなさい。なお，

同じグラフを選んでもよい。

ア イウエオカ

。亡。ι0にOk; 0~ 。仁
時間 -o 時間 0 時間 0 時間 0 時間 0 時間

(1) 0.1 秒 ＠いH ・H ・－…....・H ・.......・H ・－・・・e・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・a・・・・41秒間に50回打点→5打点で0.1秒 1 

3〔cm〕
(2) 訂石了 ・ ：速さ〔cm/s〕＝移動距離〔m〕 白λ

かかった時間〔s〕 ＼はじ／

= 3 -c-0.l ・………

=3×10 1 = 3×千；
=30〔cm/s〕 30cm/s 

(3）斜面の傾きが変わらないとき，斜面を下る間の台車にはたらく力の大きさは変わらない。

よって，ウ

(4）イ

(5）①台車の速さは，時間に比例する。よって， 壬

②台車の進んだ距離は，時間の2乗に比例する。よって， イ
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目下の図 1のように，斜面を下る台車の運動を， 1秒間に50回打点す

る記録タイマーで記録した。図2は記録されたテープの一部である。

あとの問いに答えなさい。

図l 図2
:0.9’ 
; cm, 1 .9 cm , 2.8 cm 4.5 cm 

記録タイマー

運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

同時・・・＋・・・・＋ ・＋ 
斜面の角度｜ I ¥,, . 

C D 

(1）テープの記録から，台車の速さはどうなっているか。

(2) 区2の区間Dの台車の平均の速さは，何cm/sか。

(3）台車にはたらいている斜面方向の力の大きさは，下り始めと下

t終わりで比べるとどのようになっているか。

(4）函Iの斜面の角度を小さくして同じような実験を行うと，記録

テープの打点の区間AからDまでの長さはどうなると考えられ

るか。次のア～ウから 1つ選び，記号で答えなさい。

ア長くなる イ 短くなる ウ 変わらない

日
）
 

守

eム（
 

目下の図 lのように，斜面上に台車を置き 台車にはたらく斜面方向 日
の力を調べた。次に，図2のように，斜面を下る台車の運動を調べ，

0.1秒ごとに記録テープを切って 左から順にグラフ用紙に貼り付

けた。図3，図4は斜面の傾きを変えて行った結果である。あとの

聞いに答えなさい。 図3 図4

15 

0.1 
秒

里1。
進
ん
だ民
E主v
聖堂

cmo 

図l 図2

長iL者t!
n

v

ζ

JV
 

引
秒
間
に
進
ん
だ
距
離

(1）この実験で、使った記録タイマーは 1秒間に何回打点するか。

(2）図lで，斜面の角度を大きくすると，斜面方向の力の大きさは

どうなるか。

(3）図3のア，イの平均の速さは，それぞれ何cm/sか。

(4）台車の速さは時間がたつにつれ増加している。この理由として

正しいものをア～ウから 1つ選びなさい。

ア 台車にはたらく斜面方向の力がだんだん大きくなるから。

イ 一定の大きさの斜面方向の力がはたらき続けるから。

ウ 台車を押したはじめの手の力が残っていたから。

(5）斜面の傾きが大きいと きの結果は，図3，図4のどちらか。

(6）斜面の傾きをgooにすると，台車は真下に落ちる。次の①，②

に答えなさい。

①このような運動を何というか。

② このとき，物体にはたらく力の大きさは何の大きさに等しい

か。

152 

(3) 

(4) 

(6) 



liiii圃司圃同国z・
回P.150の園田を赤シートでかくして，番号順にノートにテストしなさい。

運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

日

(4) 

(3) 

(1) 

(2) 

日台車が斜面を下る運動のよう

すを， 1秒間に60回打点する

記flタイマーをイ吏ってテープ

に記録した。上の図は，その記録である。次の間いに答えなさい。

(1）台車にはたらく力の大きさは，台車が速くなるにしたがってど

うなっているか。

(2）図に示しである ab聞は何打点聞の長さか。

(3) ab聞の平均の速さは何cm/sか。

(4）この台車の運動について，時間と速さの関係を表したグラフは

どれか。下のア～工から 1つ選びなさい。

J 
a b 

－←一一5cm-

~u －~~ ぎk(

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) ① 

② 

③ 

(6) 

日日図lの斜面で，台車が下る運動を 1秒間に50打点する記録タイマー

で記録した。図2は記録された紙テープを 5打点ずつ切って，台紙

に貼ったものである。あとの問いに答えなさい。

A 
図2

（秒）201（斜面の角度20')

~ 10t::：~竺設：

~o~ 

図l

物体が地面に対して垂直に落下

(1）図2の（ ）にあてはまる数字を書きなさい。

(2）紙テープ④のとき，この台車の速さは何cm/sか。

(3）この台車の運動は，時間とともに速さがどのようになっているか。

(4）台車にはたらく重力の，斜面に平行な分力は，台車が図lのb

の位置にあるときと cの位置にあるときでどうなるか。次の

ア～ウから選ぴなさい。

bの位置にあるときの方が大きい

cの位置にあるときの方が大きい

ウ どちらも同じ大きさ

(5）斜面の角度を小さくして，角度が20°のときと比べた。

①グラフはどのようになるか。 図2のA・Bから選びなさい。

②台車にはたらく重力の大きさはどうなるか。

③台車にはたらく重力の，斜面に平行な分力の大きさはどうな

るか。

(6）斜面の角度をgooにしたとき，

する運動を何というか。
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運動と慣性，力のはた5き
居時五嘗との対応／3年「運動と慣性，力のはた5き」

'p·ロint~

運
動
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ル
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日慣性の法則

(1) (1慣性）ー・物体がその運動の状態を続けようとする性質。

(2) (2慣性の法則）－他の物体から力がはたらかない場合，

または力がつり合っている場合，慣性

により，物体はその運動を続ける。

・静止している物体はいつまでも や静止）し，運動して

いる物体はそのままの速さでか等速直線運勤）を続ける 0

・イギリスの科学者 （5ニュートン）が提唱した。

自力をおよぼしあう運動

(1）力をおよほしあう運動

物体に力を加えると．運動のようすに関係なく ，必ず

(6物体から力を受ける）。

（例〉スケートボードに乗って手で壁をおす （右図）

手で壁をおす力 (7作用）と同じ大きさで逆向き

に力 cs反作用）を受ける。
→これを（9作用・反作用の法則）という。

(2）作用と反作用の関係

①力の大きさは （11等しい）。

②力の向きは（12反対）。

①力は（13一直線上）にある o C事

(3）つり合う力とのちがい

①作用・反作用の2力は， （14 2つ）の物体にはたらく 。

②つり合う 2力は，（15 1つ）の物体にはたらく 。

〈例〉右の図で，

・Aは，物体が （16机）をおす力

• Bは，机が（1，物体）をおす力（垂直抗力）

・Cは，地球が （18物体）をヲlく力（重力）

二今作用・反作用の2力は， (19 AとB)

つり合う 2力は， （却 BとC)C事

（↑貫性の例）

←電車の動く向き

電車がブレーキをかけても，中の人
は前に進む運動を続けようとする。

e事

人は（10 左）向きに動く。 C事

机

*A. B, Cの力はすべて一直
線上にあるが，見やすさのた
めに少しずらしてかいている。
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E圃mu置
次の間いに答えなさい。

(1）右の図 lのように， Aの向きに動いている電車の中に人が立っている。次

の聞いに答えなさい。

①電車が急に止まると，乗っている人はア，イのどちらの向きに傾くか。

②①のように，乗っている人の体が傾いたのは，乗っている人の体が何

という運動を続けようとしたからか。

③電車が停止している状態からAの方向に急発進したとき，乗っている

人の体はどうなるか。次のa～ cの中から選びなさい。

a アの方向に動く b イの方向に動く C 動かない

④①や③のようになるのは，物体が何という性質をもっているからか。

(2）右の図2のように， A君と Bさんがスケート靴をはいて，水平で、なめらか

な氷の上に立っている。次の問いに答えなさい。

① BさんがA君をおすと， A君とBさんはそれぞれどちら向きに動くか。

② Bさんが①のように動くのはなぜか。簡単に書きなさい。

③①の現象と同じ力による現象を，次から選びなさい。

ア 電車が走り出すと，つり革がゆれた。

イ 走り幅とびでは，地面を強くけって，とぶ。

ウ 綱引きで， 両方のチームが引っ張っているが，綱が動いていなかった。

図l

右
U
M

2
一

君

配
左
A

偏訟
(1）①電車が急に止まっても，乗っている人の体は，電車の進んでいるAの方向に動き続けよう

とする。よって，イ
：電車が動いているとき，乗っている人も i

②等速直線運動 穆H ・a・
：動いている（運動している）と考える

③電車が急に発進しても，乗っている人の体は，停止していた位置に居続けようとする。

よって a 

④慣性

(2）①A君 ：左 Bさん；右

②（例） BさんがA君をおすと， BさんはA君ーから同じ大きさで逆向きの力を受けるから。

③①の現象は， BさんがA君をおす力 （作用）により， A君から力（反作用）を受ける運動

である。

アは，つり革がその場に静止し続けようとする慣性による現象。

イは，足が地面に力（作用）を加えると，足は地面から力（反作用）を受けることによる

運動。

ウは，両方のチームがヲ｜く力がつり合っている状態。

よってイ
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1さ~－ii－＝：：孟ι…

圃－
日図は，電車に乗ったCさんのようすである。あとの問いに答えなさい。 日

電車内で見たCさんの動きは，次のよう

になったO

・電車が急に図の進行方向に動き出すと，

（⑧）。

・電車が一定の速さで動くようになると，

I (0)c 
と ・動いていた電車が急に止まると，（⑦）。

主 (1）上の文の（ ）に適する内容を次からそれぞれ選びなさい。

生 ア止まったままであった イ A方向に動いた

｜ ウ B方向Jこ動いた

(2）次の文章の①～③にあてはまる語を書きなさい。

物体に力がはたらかないときや，力がはたらいていてもそれ

がつり合っているとき，止まっている物体はずっと（ ① ） 

し続け，動ρている物体は（ ② ）を続ける。物体がもっこ

のような性質を（ ③ ）という。

(3) (2）のような法則を何というか。

( 4) (3）の法則を運動の法則としてまとめたイギリスの科学者はだ

れか。

目図 lは Aさんがスケートボードに乗って 図1

壁t:2tt壁をおしているようすであり，図2は2人

ともスケートボードに乗って， CさんがB

さんをおしているようすである。次の間い

に答えなさい。

(1）図 1,2のAさん， Bさん， Cさんは，それぞれa, bのどち

ら向きに動き出すか。

(2）図lのAさんが動き出した原因は，何から力を受けたからか。

(3) (2）でAさんが受けた力を何というか。

(4) Aさんが壁をおす力がはたらけば，必ず（3）の力もはたらく。

この法則を何というか。

(5）右の図3は，水平な机の上に物体を

置いたときに，机と物体にはたらく

力を矢印で表したものである。（4)

の関係にある 2力はどれか。記号で

図3

机

答えなさいo l ＂＂－－ウ

物体

'(6) 2力のつり合いと，（4）の関係では，どのような点で異なって

いるかoE見明しなさい。
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36 閣と慣性力のー ｜ 

軒閣雪宮胆里冒

回P.154の園田を赤シートでかくして，番号順にノートにテストしなさい。

電車の進む向き
E二主〉

D ;-6-:)f革d
目右の図は，電車と，車内のつり革を表したも

のである。次の間いに答えなさい。

(1）電車が急発進すると，つり草はア，イの

どちらに動くか。

(2) (1)のようになる性質を何というか。

(3）次の文は，物体の（2）の性質をもっ法則について書かれている。

①，②にあてはまる言葉を書きなさい。

物体に力がはたらいていないときや，はたらいていても力

がつり合っているとき，静止している物体は（ ① ）し

続け，動いている物体は（ ② ）運動を続ける。

(4) (3）の法則を運動の法則として提唱した人物の名前を書きなさ

＼；）。

日
(1) 

(2) 

(3) ① 

② 

(4) 

運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

目図 l～3のように，スケートボードに乗った人の運動を調べた。 日
あとの聞いに答えなさい。

図1 図2 図3

〈左）

aさん
をおす

U
M
出
ん
す

a
4
さ
お
h
u
＃
骨
』壁

(1）図 l, 2で， aさんはどうなるか。次のア～ウからそれぞれ選

びなさい。

ア右向きに動き出す イ左向きに動き出す

ウ動かない

(2）図 3で， aさんと bさんは，それぞれどうなるか。（1)のア～

ウから選びなさい。

(3）図 lの運動について説明した次の文章の①～④にあてはまる語

句を答えなさい。

壁に力を加えると，同時に壁から（ ① ）向きで，（ ② ） 

大きさの力を受ける。これを（ ③ ）・（ ④ ）の法則という。

(4）次のア～エから，（3）の関係であるものをすべて選びなさい。

ア ダルマ落としで 下にある踊誌をはじいたら上に乗ってい

たダルマが落ちた。

イ ジャンプをするとき，地面を強くけったら，高くとべた。

ウ 新幹線の中でジャンプしたら，同じ位置に着地した。

工 壁を強くたたいたら，手が痛かった。

,1 (5) (3）の関係は，力のつり合いの関係とはちがうものである。そ

のちがいについて簡単に説明しなさい。
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(1) 図l

図2

(2) aさん

bさん

(3) ① 

② 

③ 

③ 

(4) 

(5) 



仕事①（仕事の大きさ）

4略語監との対応 ／ 3年「仕事① （仕事の大きさ）」

[Pロint~

仕事

(1）仕事

物体に力を加えてその向きに物体が移動したとき，力がその物体に対して （1仕事）をしたと

運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

し3つ。

(2）仕事の大きさ

① 単位は （2 J ）を用いる。

② 仕事〔J〕＝ (3力の大きさ 〔N〕）× （4力の向きに動いた距離 〔m〕） e事

(3）上に持ち上げる仕事

力の大きさ＝物体にはたらく や重力）の大きさ

〈例）10 kgの物体を0.5m持ち上げる仕事（右図）

＠力の大きさは，(6 100) N ・・H・H・.....・ H・－…・； 100gの物体にはたらく ：
＠力の向きに動いた距離は，（70.5) m i子？三~－－~ －・….....
＠仕事の大きさは，

(8 100) N× （9 0.5) m = (10 50) J e事

10kg 

7一一
0.5m 

(4）水平面上を動かす仕事

力の大きさ＝ (11 摩擦力）の大きさ

3m 

＠力の向きに動いた距離は， （13 3) m 

＠仕事の大きさは，

(H 50) N×（10 3) m = (16 150) J e事
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IDrm:置E彊
次の間いに答えなさい。ただし 100gの物体にはたらく重力の大きさを lNとする。

(1）次のア～ウは，物体に対して仕事をしているといえるか。いえるものをすべて選び，記号で

答えなさい。

ア机を手で押して運んだ。

イ パーベルを持ち上げよっとしたが持ち上げられなかった。

ウ かばんを手で、持った状態から，何mか歩いた。

(2）右の図 lのように， 3kgの物体を，ひもを使って80cm引き上げた。次の

問いに答えなさい。

①この物体にはたらく重力の大きさは何Nか。

② Aさんがした仕事は何Jか。
(3）下の図2のように，水平な台の上に置いた500gの木片を，ばねばかりが

水平になるようにヲ｜いた。次の間いに答えなさい。

①ばねばかりがlNを示すようにヲ｜いたが，木片は動かなかっ

た。このとき，木片にした仕事は何Jか。
②木片が一定の速さで動いたとき，ばねばかりは 3Nを示して

いた。 1.5m動かしたとき，木片にした仕事は何Jか。

運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

震菩品畠よ→

語訟
(1）アは，力を加えた向きに物体が移動している。

イは，物体が移動していない。

ウは，物体を動かす向きに力を加えていない。 よってア

(2）① 3 kg =3000 gなので， 3旦B
②仕事〔J〕＝力の大きさ〔N〕×力の向きに動いた距離〔m〕

80 cm=0.8 mなので，

30〔N〕×0.8〔m〕＝24〔J〕 2生i
(3）①動いた距離がOmなので＼

l〔N〕× O 〔m〕＝ 0〔J〕 立i 骨・………...・H ・H ….........，い H ・H ・・5仕事をしたといえない

②ばねばかりの値が加えた力の大きさ。よって，

3 〔N〕×1.5〔m〕=4.5〔J〕 生豆よ
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i・lmmlllllll
目次の間いに答えなさい。ただし 100 gの物体にはたらく重力の大 田
きさを INとする。

(1）次のA～ Cで，人は物体に仕事をしたといえるか。仕事をした

といえるものにはO，仕事をしたといえないものには×を書き

なさい。

A床にある物体 B物体を持った C床にある物体を
を持ち上げた。 まま立っていた。 押して動かした。

ιa  〉ヰ？物体 「「周物体罰 fさ孟「 ｜ 早ムミ
什平ト'¥ 円 物体十ト1ム

運
動
と
エ
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ー

(2) 5 kgの物体を 3mの高さに持ち上げた。このときの仕事は何J
か，答えなさい。

(3）水平面上にある物体を，2Nの力で押して60cm動かしたとき

の仕事は何Jか，答えなさい。

(1) A 

B 

C 

(2) 

目図は A～ Cさんがそれぞれ自分の立っている足元まで，ロープを使つ 目

て荷物をヲ｜き上げているようすである。次の間いに答えなさい。

(1) A～ Cさんで仕事の量がい

ちばん大きいのはだれか。

(2）仕事の量を表す単位の名前

とその記号を答えなさい。

(3) A～ Cさんのそれぞ、れの仕

事の量はいくらか。

日右の図 lは 3kgの物体を80cmの高さに引 図l IA D 
き上げたようすを，図 2は，平面上にある

5 kgの物体を横に 3m動かしたようすを表し

ている。次の間いに答えなさい。ただし 100g 
3kg I (2) 

の物体にはたらく重力の大きさを lNとする。 I (3) 

(1）図 lで，物体を引き上げるのに必要な力
図2

I (4) 

は，物体にはたらくどんな力の大きさと
5kg 

ト寸
同じか。

I (s) 

ト－3mー」
(2）図 lで，物体を引き上げる力の大きさは

何Nか。

(3）図 lの仕事は何Jか。

(4）図2で，物体を動かすのに必要な力はどんな力の大きさと同じ

か。

(5）図2で， 5kgの物体を40Nの力で3m5lいたときの仕事は何J
か。
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巨園宣mmヨ
圃P.158の盟国を赤シートでかくして，番号Jll買にノートにテストしなさい。

目仕事について，次の問いに答えなさい。 目

(1）仕事の定義を示した次の式の（ ）にあてはまる言葉を書き

なさい。

仕事＝（ ① ）の大きさ×力の向きに動いた（ ② ） 

(2）次のア～工から，「仕事をした」といえないことを表している

ものはどれか。すべて選ぴ，記号で答えなさい。

ア 力を加えたが物体が動かなかった。

イ 手で物体を支えたまま動かなかった。

ウ 手で物体を持ち上げた状態から 水平方向に移動した。

エ 摩擦のある床の上で物体を押し水平方向に動かした。
(3) 3 Nの重さの物体を真上に40cm持ち上げたときの仕事は何J

か。

(4）手で壁を50Nの力で押したときの仕事は何Jか。
(5）物体を摩擦力に逆らってゆっくり動かすのに1.5Nの力を必要

とする場合， 2m動かす仕事はいくらになるか。

.. (6）右図のように，床の上で物体を－ ~坦
応ミ災対 ばねばかり

定の速さで20cm動かしたとき， ぶミトー話量長一ー

ばねばかりが示す値は0.8Nだっ ト＼、＂ ' 

た。このとき，物体にした仕事はいくらか。

(1) ① 

② 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

目下の図のA～Dは いろいろな質量の物体を引き上げるようすを表 回
したものである。次の間いに答えなさい。ただし 100gの物体に

はたらく重力の大きさを lNとする。

(1) 1 kgの物体にはたらく重力

は何Nか。

(2) Aの場合の物体にはたらく

重力は何Nか。

(3) Bの場合の物体を引き上げ

る力はイ可Nか。

のはどれか。 A～Dから選

(4) Bの場合の仕事の大きさは

何Jか。

ω仕事の大きさが最も大きい T 
ぴなさい。

(6）仕事の大きさが等しいのは

どれとどれか。 A～Dから選びなさい。
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3kg 
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(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 



仕事②（仕事の原理，仕事率）

E時五嚢との対応： ／3年「仕事②（仕事の原理，仕事率）」

' Pロint~
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日仕事の原理

(1）仕事〔J〕＝ (1力の大きさ 〔N〕）×（2力の向きに動いた距離 〔m〕）
(2) (3仕事の原理）…道具を使っても 仕事の大きさは変わらないこと o C事

(3）道具を使った仕事

道具で加える力の大きさを小さくすると，力を加える距離が や大きくなる）。

〈例） 10 kgの物体を0.5m持ち上げる仕事

①滑車を使う場合（右図）

・定滑車では，力の大きさ，力を加える距離は

（五 変わらない）。

仕事＝ (6 100) N× (7 0.5) m = (8 50) J 

・動滑車l個で，力の大きさは（9半分 （す倍）），

力を加える距離は（10 2倍）になる。

仕事＝ (11 50) N×（12 1 ) m = (13 50) J 

d②てこを使う場合（下図）

子0よSm~白岡J品らイー 」0山5rrg」
i仕事の大きさは，直接持ち上げた ：

・－－－－－－－－
jときと変わらない )C事

＠作用点，力点から支点までの距離の比で加える力が決まる 0

・作用点，力点から支点までの距離の

比が1: 2であれば，力の大きさは

(14÷倍） 力を加える距離は
(10 2倍）になる。

10kg 

力点

－I
m－－－ 
RJV 
nu 

4π1 

仕事＝ (16 50) N×（ i1 1 ) m = ( is 50) J e事
“（4）仕事の原理の利用

〈例〉斜面上で引く力を求める場合（右図）

＠ひもをヲ｜く力をzNとおき，斜面上で引き上げたとき

の仕事をzを使って表す。

仕事は（19 2x) Jと表せる。 ・….....・H ・・iz〔N〕× 2〔m〕：
＠道具を使わず、に真上に持ち上げたときの仕事の大きさを求める。

（加 100)N×（21 0.5) m = (22 50) J 

＠仕事の原理より，＠＝＠の方程式をっくり，解く。

方程式は（お 2x=50) 

これを解いて， X = (24 25) N e事

日仕事率

(25仕事率）・・田 1秒間あたりの仕事。単位は（お W）を用いる。

(27仕事 〔J〕）
仕事率〔W〕＝～ L ム ム日開＂ ( '¥  e事
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次の間いに答えなさい。ただし， 100gの物体にはたらく重力の大きさを lNとする。

(1）右の図のA～ Cのようにして，質量10kg 

の物体を 2mの高さまで引き上げた。ひ

もや滑車の質量，摩擦は考えないものと

する。次の間いに答えなさい。

① Aで，物体を引き上げるのにした仕事

は何Jか。
② Bで，人がひもを引く力，距離はそれぞれいくらか。

A B C 

：~円 m
〆チ

(2）右の図のように， Aさんと Bさんがそれぞれ質量6kg

の物体を0.5m持ち上げたO 次の間いに答えなさい。

① Aさんがした仕事はいくらか。

4② Bさんは，てこの端にどれだけの力を加えればよい

か。また，てこの端をどれだけ押し下げればよいか。

A ~lcl5m 6kg払f

運
動
と
エ
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ル
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u③ Cで，人がひもを百｜く力はいくらか。

④ Bは10秒間で物体を 2mの高さまで引き上げた。このときの仕事率はいくらか。

6kg 

4③ Bさんがした仕事はいくらか。

④てこなどの道具を使うと，力の大きさは小さくなるが，力の向きに動かす距離が大きくなり，

仕事の量は変わらない。このことを何というか。

堵訟
(1）①10 kg= 10000 gなので，ひもをヲ｜く力は100N 

力を加える距離は 2mなので，仕事の大きさは，

100〔N〕× 2 〔m〕＝200〔J〕 辺旦i
②動滑車を l個使うと，ひもをヲ｜く力は半分に，ヲ｜く距離は2倍になる。

) Oxを使って
力 50 N 距離 4m / 仕事を表す i 

③ひもをヲ｜く力をz〔N〕とおくと， Cのした仕事は Sx〔J〕と表せる。 トイ z〔N〕×5〔m〕；
また，仕事の原理より， Cのした仕事は①と等しく ，200I. ト H ・M ・・・・fe真上に持ち上げた j
よって， Sx =200 必H ・a・－……・・・・・・・・・・・・＼ 00=8の方程式をつくる ； 1 ときの仕事を求める j

これを解いて， X =40〔N〕 40 N 

仕事〔J〕
④仕事率〔W〕＝

Bのした仕事は， 50〔N〕×4〔m〕＝200〔J〕なので，仕事率は，

200〔J〕丘~ムよム＝ 20 〔W〕 20W 
10〔s〕

(2）①60〔N〕×0.5〔m〕＝30〔J〕 2旦i
②作用点，力点から支点までの距離の比が1: 2なので，

物体を持ち上げるときの力の大きさはよ倍，力を加える距離は2倍となる。
2 

よって，力の大きさ： 30N 押し下げる距離： lm

③30〔N〕× l〔m〕＝30〔J〕 3旦i
④仕事の原理
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I ==- 孟高一一一原理平轄）

日床の上にある質量20kgの物体を1.2m持ち上げるのに Aさんは定 日

j骨車， Bさんは定滑車と動滑車， Cさんは斜面を使った。1kgの物

体にはたらく重力の大きさは10Nであり，滑車やひもの重さ，摩擦

力は考えないものとして あとの問いに答えなさい。

運
動
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斜面／ T
1.2m 

l 
(1) Aさんの①ひもをヲ｜いた力の大きさ， ②ひもをヲ｜いた距離，

③仕事の量は，それぞれいくらか。

(2) Bさんの①ひもをヲ｜いた力の大きさ， ②ひもをヲ｜いた距離，

③仕事の量は，それぞれAさんの何倍か。

(3) Aさんは，物体を持ち上げるのに 5秒かかった。このときの仕

事率を単位をつけて答えなさい。

• (4) (3）のAさんと同じ速さでBさんがひもを手でヲ｜いたとき，物

体を1.2m上げるのに何秒かかるか。

“（5) Cさんがひもをヲ｜いた距離は 3mであり，それをするのに10秒

かかった。次の①，②に答えなさい。

① Cさんがひもをヲ｜いた力の大きさは何Nか。

② Cさんの仕事率を，単位をつけて答えなさい。

日右の図のように，てこを使って20kg 

の物体を0.4m持ち上げた。次の間

いに答えなさい。ただし，100gの

物体にはたらく重力を INとする。

(1）この物体を直接手で0.4m持ち上げたときの仕事の大きさは何J

か。

'(2）物体を持ち上げるために，てこに加える力の大きさは何Nか。

'(3）物体を0.4m持ち上げるために，てこを押し下げる距離は何mか。

(4）物体を直接手で持ち上げるときと，てこを使って持ち上げると

きとでは，仕事の大きさは変わらない。このことを何というか。
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38 間（仕時理仕事率） ｜ 

I 日l曹司官冒官担冨

目 P.162の回国を赤シートでかくして，番号順にノートにテストしなさい。

目図のA, B, Cの方法で，質量2kgの物体を1.6mの高さまでヲ｜き 目

上げた。あとの聞いに答えなさい。ただし， 100gの物体にはたら

く重力の大きさを lNとし，ひもや滑車の重さや摩擦はないものと

する。

(1) Aさんがした仕事の大きさは何Jか。
(2) Bさんは，物体を持ち上げるのに 5秒かかった。次の①～③に

答えなさい。

① Bさんがひもをヲ｜く力は何Nか。

② Bさんが物体を1.6mの高さまで引き上げるのにヲ｜いたひも

は何mか。

③このときの仕事率を，単位をつけて答えなさい。

“（3) Cさんは，物体を1.6mの高さまで引き上げるのに10秒かかっ

た。次の①～③に答えなさい。

① Cさんがひもをヲ｜く力は何Nか。

② Cさんがした仕事の大きさは何Jか。
③このときの仕事率を，単位をつけて答えなさい。

(4) A, B, Cのように，道具を使っても使わなくても，仕事の大

きさは変わらない。このことを何というか。

4目下の図のように てこを使って質量60kgの物体を60cmの高さま

で持ち上げた。これについて，次の間いに答えなさい。ただし，図

のFは棒を押す力を示しており， 100gの物体にはたらく重力の大

きさを lNとする。

(1）てこの棒を押す力は何Nか。

(2）てこの棒を何cm押せば，

物体は60cmの高さまで持

ち上がるか。

(3）物体を60cmまで持ち上げ

たときの仕事の大きさは何Jか。
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力学的エネルギー

勝迫害との対応 ／ 3年「力学的エネルギー」

[Pロint~
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目エネルギー

(1) (1エネルギー）ー他の物体に力を加えて動かしたり変形させた りする能力。

〈例〉ボウリングのボールはピンを倒すので「エネルギーをも っている」という。

(2) (2位置エネルギー）・高いところにある物体がもっているエネルギー。

①物体の位置が（3高い）ほど大きい。 ② 物体の質量が か大きい）ほど大きい。

(3) (a運動エネルギー）一運動している物体がもっているエネルギー。

①物体の速さが （6速し、）ほど大きい。 ② 物体の質量が （i大きい）ほど大きい0・B事
自力学的エネルギー
(1) (s力学的エネルギー）－－位置エネルギーと運動エネルギーの合計。

(2) (9力学的エネルギーの保存 （力学的エネルギ一保存の法則））

一摩擦や空気抵抗がない場合，力学的エネルギーは常に一定に保たれるという法則。e事
(3）振り子の運動（右図）

① A点→B点

・位置は （10低くなる）コ位置エネルギーが （11減少）

・速さは （12速くなる）コ運動エネルギーが い 増加）

② B点→C点

・位置は （14 高くなる）コ位置エネルギーが （1五増加）

・速さは （16遅くなる）コ運動エネルギーが （n 減少）‘事

③各エネルギーのグラフ

C 

B 

。 ＠ ＠ 「(18力学的）エネルギー

トピご ）エ~｝一定
（却位ff.'.;）エネルギー

h「....＿＿ ＿＿＿.，／ぺ ｜べ／ー＼吋

＠位置エネルギーは， A点と C点で （21 最大），B点で （22 0）。

＠運動エネルギーは， A点とC点で（ぉ0),B点で （2・ 最大）。

＠力学的エネルギーは，すべての点で（お同じ）a C≫) 

(4）ジ、エツトコースターの運動 （右図）

〈摩擦がない状態で，A点から下った場合〉

①（26 D点）まで上がる。 • ····・ H ・···｛ 力学的エネルギ は一定だから j
②水平なBC間では，位置エネルギーも運動エネルギーも

(21一定）となる。 ・・H ・H ・H ・H ・........・H ・..) i高さも速さも変わらない j

A 
-10 

B 
C 

＊摩擦がある場合は，運動エネルギーが減少するため，D点まで上がらない0 cw 
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• J ・－一’ ～
A B C 

a～ dのど

木片の移動距

レーJレ

B 

i運動エネルギーは， 位置エネルギーの ：
骨・．．．．．．．

：変化と逆の変化をする

待孟）
(1）①運動エネルギーは，物体の速さが速いほど大きい。振り子が最も速くなる点は

②引、アペト－.＞：：：.・.：

ギ…ー：J
A B C 

・…i力学的エネルギーは一定なので， はじめのA点と同じ高さまでしか上がらない ：

次の間いに答えなさい。

(1)図lは，振り子のおもりがA点からC点まで移動するよう

すのストロボ写真をうっしとったものである。

①運動エネルギーが最大になるのは， A～Cのどこか。

② おもりの位置がA～ Cまで変わるときのおもりのもつ位

置エネルギーの変化は，図3の破線（……・）のように表

すことができる。このとき，おもりのもつ運動エネルギーの変化は，

どのように表すことができるか。図3の点線を利用して，実線

（一一）でかきなさい。 直三ヨ

③ 図2のように， O点の位置に棒を置いて おもりがB点に達したと

きに糸がさえぎられるようにした。このとき，おもりはB点を通過したあと，

の位置まで達するか。

(2）右の図4の装置で，質量の異なる小球

を高さを変えて転がし，木片に当てて

木片が動く距離をはかった。図5はそ

の結果である。

①木片の移動距離と小球の質量には，

どのような関係があるか。

4② 20 gの小球を30cmの高さから転がすと，木片の移動距離は何cmに

なるか。

③装置のレールの角度を2倍にして， 60gの小球を 8cmの高さから転がすと，

離は何cmになると考えられるか。

③ 

(2）① 図5より，同じ高さから転がす小球の質量が3倍になると，

ている。よって， 比例（関係）

② 図5より， 20gの小球を 6cmの高さから転がしたとき，木片は 8cm動いている。小球の

高さを30cmにすると 高さが5倍になるので，木片の移動距離も5倍になる0・…
よって， 8〔cm〕× 5=40〔cm〕 笠 主旦 t~~.？.照明！だ守竺秀三日生恒三j

j位置エネルギーも運動エネ；
• ··・・ ・
：ルギーも変わらないから

60 gの小球を 8cmの高さから転がしたときの移動距離をそのまま読

木片の移動距離が3倍になっ

d 国C 固

木片の移動距離には影響しない。③ レールの角度を変えても，
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日右の図のように，振り子のおもりがA→B→

C→Dと運動した。次の聞いに答えなさい。

(1）おもりがAからBへと移動するとき，

①増加するエネルギーと②減少するエネ

ルギーをそれぞれ答えなさい。

(2）図のとき，おもりはア～ウのどの高さまで上がるか。

(3) (2）のとき成り立っている法則を何というか。

目図lは， Aの位置から球を転がし， B～Eの各点を通過したときの

ょうすを表している。図2は， Bの位置の球がdまで上がったとき

の球の位置エネルギーの変化を表している。摩擦力や空気の抵抗は

無視できるものとして，下の問いに答えなさい。

図l 図2

山
EC 

ままの位置

(1)位置エネルギーが最も大きい点を， A～Eからすべて選びなさ

しミ。

(2）運動エネルギーが最も大きい点を， A～Eからすべて選びなさ

し30 

(3) Eを通過した球は， a～dのどの点まで上がると考えられるか。

(4）球がBの位置から転がり，dまで、上がったときの運動エネルギー

を表す線を，図2にかきなさい。匠亘三三ヨ

日
(1) ① 

② 

(2) 

(3) 

目
(1) 

(2) 

(3) 

(4) 作図ページに記入

目下の図1のように，角度30°のレールの上で，いろいろな高さから小 目

球A(20 g）， 小球B(40 g）を静かに手をはなして転がし，木片に当

てて移動距離を測定する実験を行った。図2はその結果をグラフに

表したものである。あとの各聞いに答えなさい。

図l
レール
小球

図2木12

i 1~匝韮E
警 Ei＇ 円

謹f
難民
〔cm〕υ0 5 10 15 20 

小球をはなした高さ〔cm〕

'(1)小球Aを使って木片を10cm移動させるためには，小球Aを何cm

30" 木片

の高さから転がせばよいか。

(2）高さ10cmの位置にある小球Aと同じエネルギーをもっときの

小球Bの高さは何cmか。

'(3）レールの角度を60。にして，小球C(60 g）を高さ15cmの位置

から転がすと，木片の移動距離は何cmになるか。

(4）この実験から，小球をはなす高さが同じなら，運動エネルギー

の大きさは，質量が大きいほどどうなるか。
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I:：曹司官官官担冒

圃P.166の回閣を赤シートでかくして，番号順にノートにテストしなさい。

目図は，おもりに糸をつけて振り子をつくり，

AからEまでを往復するようすを表したもの

である。次の間いに答えなさい。

(1) A～Eのうち，運動エネルギーが最も大

きい点はどこか。 B C 

(2) Cの位置を過ぎると増加していくエネルギーは何か。

(3）おもりのもつ①位置エネルギー，②運動エネルギー， ③力学的

エネルギーを示すグラフはどれか。ア～オの中からそれぞれ選

び，記号で答えなさい。なお， Cの高さを基準面とする。

戸ヒ

ど士三〉 乙土ミ ；竺~ ~ 
オ

一
一A C E 

点

よ

一

A

の

レ

の

球

と

一

小

味

タ

た

寸

ス

J

一

パ

る

l

f

3

 

0

フ

取

れ

一

山

し

し
v

品
川
村
中
氏

j

静
を
一

は

ら

す

図

か

う

回 Aふ
X面＼

tl Y面

ルの聞の摩擦，空気抵抗はないものとする。次の問いに答えなさい。

(1) A～G点の中で，小球の位置エネルギーが最大になるのはどの

点か。すべて選ぴなさい。

(2) A～G点の中で，小球の運動エネルギーが最大になるのはどの

点か。すべて選ぴなさい。

(3) y面を上るとき，小球の速さはどうなるか。

(4）小球はY面のどこまで上がるか。 A点と比べたときの高さを書

きなさい。

目図 1のような装置を用いて，質量 図1

20 gと60gの小球を，いろいろな

高さから転がして木片に当て，木

片が移動した距離を測定した。

図2は，その結果を表したグラフ

である。次の間いに答えなさい。

(1）グラフから，小球の高さと木

片の移動距離はどのような関

係にあるか。

• (2) 20 gの小球を20cmの高さか

ら転がすと，木片の移動距離

は何cmになるか。

(3）小球の質量を 2倍にし，さら

図2

言30
の
移
動 20
~e 
離

〔cm〕10

o':e白f ー1- , I トーiーナ
口 2_0 4.o 6.o s_o 

小球の高さ〔cm〕

に高さを 3倍にすると，木片の移動距離はおよそ何倍になるかo

.. (4）図2のAは，質量何gの小球の結果か。
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日
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(2) 

(3) ① 

② 

③ 
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日
）
 
l
 
（
 

(2) 

(3) 

(4) 

目
）
 

1
i
 
（
 

(2) 

(3) 

(4) 



いろいろ芯エネルギー

漢語震との対応！.3年「いろいろなエネルギー」

P口int~

固いろいろなエネルギーとその移り変わり F言可 制 げ is!c)
I ネレギーl I ヰルギー

(1）いろいろなエネルギー 」~~ Jや
①（1電気エネルギー）・ー電気がもっエネルギー。 手＼ロ弓~ ’r 宴

今一 一：：： ；：；；：；：； ；：；：：：：；；：：：： 日~，~~黙）
①（-i 化学エネルギー） 物質がもっエネルギー。 己主己そん与「 己主土

山五7い13元＞I／.ど，.• ー下，Ic1，鞍）
① （a音エネルギー）－音がもっエネルギー。 元首肱ビ竺こjM 軒 室長 lエネ岬ー

①（6 弾性エネルギー）・一変形したばねやゴムがもっエネルギー。

⑦ (i 核エネルギー） ー ・原子核がもっエネルギー0 ・~l))

(2) （日 エネルギーの保存 （エネルギ一保存の法則））

ーエネルギー全体の量が エネルギーの移り変わりの前後で一定に保たれること。

(3) (16エネルギーの変換効率）

・・消費したエネルギーに対して，利用できるエネルギーの割合0・ω

C事

生
I
ビン

運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

目熱エネルギーの伝わり方

(1) (17伝導 （熱伝導）） ・一物体が接しているとき，

へ熱が移動する現象。

ー気体や液体の状態で あたためられた物質が移動して

熱が全体に広がる現象。

(3) (19放射 （熟放射）） －一光源や熱源から離れていても，

て熱くなる現象。

高温側から低温側

熱が移動し

(2) (18対流）

C事
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次の間いに答えなさい。

(1）次の①～④は，図 lのa～hのどのエネルギーの移り

変わりにあてはまるか。それぞれ記号で答えなさい。

① 電灯 ②モーター ③蒸気タービン

④光（太陽）電池

l!Jl!mm!l'彊

(2）手回し発電機を使って，エネルギーの移り変わりを調べた。

①次の文の a, bにあてはまる語句を答えなさい。

図2では，（ a ）エネルギーを （ b ）エネルギーに変え，

最終的に光エネルギーに変えている。

②図 3のようにして Aを10回回すと， Bのハンドルはどうなるか。次

のア～ウから lつ選びなさい。

ア 10回より多く回る

イ 10回回る

ウ 10回より少なく回る

③②のようになる理由を簡単に答えなさい。

(3）エネルギーの種類は変わっても，その総量は一定に保たれる法則を何というか。

運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

② d ③ a ④ g 

(2）① a：運動

②ウ

③（例）エネルギーが移り変わるときに， 一部が他のエネルギーになってしまうから。 ＠…： 
(3）エネルギーの保存 （エネルギ一保存の法則）

：熱エネルギーなど ：

b：電気
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園E哩・圃目
日
(1) ① 

① 

① 

④ 

ベア！ ［ィ！
1ゥ｜ ｜ェ｜

日右の図は，エネルギー変換

のようすを表したものであ

る。次の間いに答えなさい。

(1）図の①～⑤は何エネル

ギーか。（ ）にあて

はまる語句を書きなさい。

(2）次のア～工の現象は，図の a～hのどのエネルギ一変換にあて

はまるか。それぞれ記号を選びなさい。

電熱器で湯をわかす。

植物が光合成によってデンプンをつくる。

水を電気分解して水素を得る。

ブランコが高さや速さを変える。

~ヨ~ヨ
でメ N光灯メシオ

~ヨ弓子医豆互ヨ 匝豆豆ヨ
携帯用六邑国〆！!1l~ ／イ
~二五r=~

ア

イ

ウ

運動とエネルギー

( 1) ① 

② 

＠ 

(2) 

日

エ

目右の図 lの実験装置で lmの高さから

おもりを落下させると，発電機が音を

立てて回転し，豆電球が点灯した。

図2は，このときのエネルギーの変換

を表している。次の間いに答えなさい。

(1）図2の①～③にあてはまる言葉を

それぞれ答えなさ

再 h

図2

し＇o

(2）図3のように

の手回し発電機を

導線でつなぎ，片

方の Aを30回目したところ，もう

一方の Bは18回回った。 Aの回転

数に対してBの回転数が減少した

理由を，「エネルギー」という言葉

を2回使い，説明しなさい。

(3）消費したエネルギーに対する，利用できるエネルギーの割合を

何というか。

2つ

日
！
巴
｜
問
「同
！

図の矢印

日図のように，水を入れたやかんを加熱した。

これについて，次の間いに答えなさい。

(1)図の矢印Aのように，温度の異なる物質

が接しているとき，高温の部分から低温

の部分に熱が移動する現象を何というか。

(2）図の矢印Bのように，水（液体）の温度が場所によって異なる

とき，水が流動して熱が運ばれる現象を何というか。

(3）寒い冬の日でも，太陽光にあたると暖かくなるのは，

A～Cのどれと同じ現象か。
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｜国Eヨnm国
圃P.170の園田を赤シートでかくして 番号JIJ買にノート にテス トしなさい。

目右の図は，エネルギー変換を表したも

のである。次の間いに答えなさい。

(1）図のイ，オの矢印のようにエネル

ギ一変換しているものを，次のa～

dからそれぞれ選びなさい。

a アイロン b 発光ダイオード

C モーター d 手回し発電機

(2）次の①，②は， どのようにエネルギ一変換しているか。図の

ア～コの矢印の中から lつ選んで記号で答えなさい。

①蛍光灯の電源を入れると光った。

②スピーカーから音楽が流れた。

(3）エネルギ一変換の前後でエネルギーの総量が一定に保たれるこ

とを何というか。

日 2つの手回し発電機を右の図1のように
導線でつないでハンドルを回した。ま

た，図 2のように，おもちゃの車に乾

電池を入れ，スイッチを入れて動かす

と，糸でつなげたおもりがつり上げら 図2 乾電池

れて静止した。次の間いに答えなさい。

(1）図 1でAのハンドルを20回回すと，

Bのハンドルの回転数はどうなる

か。 ア～ウから選びなさい。

ア 20回 イ 20回より多い ウ 20回より少ない

(2) (1）のようになる理由を，簡単に説明しなさい。

(3）次の図3は，図 2におけるエネルギーの変換を表している。

①～③にあてはまるエネルギーをそれぞれ答えなさい。

図3 おもりがもっ

乾電池がもっ ....I 
化学エネルギ 車がもっ ／’」一一一一一」

↓ ノ亡互正→匪豆E
E互壬→匪豆E、巨豆己
、巨豆日

目下の図は，水を入れた鍋を加熱したときの熱の伝わり方を表してい

る。次の間いに答えなさい。

(1）図のBのような熱の伝わり方を何というか。

(2）熱した鉄製のやかんにさわると熱く感じ

る。これと同じ原理で熱が伝わっているも

のを，図のA～Cから選んで記号で答えな

さい。
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